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○ユリ　その昔

・古事記

　「三枝」「佐い」→ササユリ

・ローマ神話

　Lilium・・・・・純白

・キリスト教聖画・・・・・・紋章

　　キリスト教系学校の校章
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○ヤマユリ

・分布

・自生地

・花　　花びら

　　　　おしべ

　　　　めしべ
花の変異　ベニスジ（紅筋）
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花の変異　クチベニ（口紅）
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ヤマユリの変種　シロホシ（白星）
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ヤマユリの変種　サクユリ
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ヤマユリの特性

○種　
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○球根
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○生育の特色

・資料参考

○帯化（石化）

○生育地の特色

・資料参考

○家庭での育生（鉢植え）
主な日本のゆり
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○ササユリ

・分布　伊豆半島より西

・自生地　低い山　雑木林　竹やぶ

・花　ピンク　やや下向き

枝分かれして咲く

・古事記の「三枝」　奈良盆地に多い

○テッポウユリ

・分布　屋久島から南

・自生地　日当たりのよい海岸近くの岩場の窪地

・輸出農作物

沖永良部島でイギリス人指導で100年位前から育生球根を輸出し、島の経済を支えた
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○タカサゴユリ

・原産　台湾

・帰化植物であり、道路の法面や空き地に増殖
・10月ごろまで咲く
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○オニユリ

・分布　日本全土

・特色　2倍体、3倍体がある。3倍体はムカゴで増える

・丈２ｍ、花は30個くらいまで　食用
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○コオニユリ

・分布　北海道　沖縄以外

・特色　オニユリより小ぶり

　　　　地下茎で増える（竹と同じ）

・「白銀」球根で肥大　食用であり９５％がこの種
その他

○クルマユリ

・分布　本州中部から北

・特色　葉が輪生

○ヒメユリ

・分布　東北地方より南
・特色　自生地が少ない　

　　　　分球小生


○スカシユリ

・分布　静岡県より北

・特色　エゾスカシユリの南下

　　　　花びらの元がすける

○カノコユリ

・分布　九州南部より南の島々

・特色　
花はオニユリのように反り返る

　丈は1.5ｍ、花は20個ほど咲かせる

○スゲユリ

・分布　九州より南

・特色　花の色が橙色

○タモトユリ

・分布　トカラ列島口之島

・特色　崖地に咲く

江戸時代は幕府に献上　戦後掘りつくして絶滅したのでは

○ウケユリ

・分布　奄美大島南部の島々のみ
・特色　岩場に咲く、白い丈の低い
テッポウユリ型
もりや市民大学　　　　H25年度　6月コース





自然と環境


「希少植物の保全（やまゆり）」





講師　　松島 稔
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